
 

 

 

 

１ 単元のねらい 

アメリカで農業だけでなく工業が発達している地域について，その地理的特徴などを把握し，なぜその地域

で発展しているのか考えることができる。また，アメリカの工業が世界の他の国々や，日本との深いかかわり

があることが分かる。 

 

２ 単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

単

元

の

評

価

規

準 

・北アメリカ州について，大陸と

島々からなる自然環境，新し

い文化，地域によって異なる

産業と経済などの特色を概観

し，それぞれの基礎的・基本的

知識を身に付けている。 

・アメリカ合衆国の産業の特色

を，主題図や写真など様々な

資料を関連付けて読み取って

いる。 

・北アメリカ州の産業が発達し

ている様子について,アメリ

カ合衆国の農業や工業,生活・

文化の視点から多面的・多角

的に考察し，その過程や結果

を適切に表現している。 

・話し合いに進んで取り組み，北

アメリカ州の地域的特色を捉

えることができる。 

・北アメリカ州の地域的特色に

ついて概観する中で,特にア

メリカ合衆国の産業に関心を

持ち,単元の課題に対して主

体的に追究しようとしてい

る。 

 

  ●学習改善につなげる評価 ○評定に用いる評価 

 １ ２ ３ ４ ５ 単元のまとめ 

知識・技能 ● ○  ●  

思考・判断・表現   ○  ○ 

主体的に学習に 

取り組む態度 
●    ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名  北アメリカ州 －多くの人を引きつける地域－ 
 



３ 単元構造図（全５時間） ☆獲得する認識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 

北アメリカ州 

－盛んな農業や

工業の特色－ 

単元学習前の生徒の認識 

北アメリカ州は資源が豊富な国で，文化や生活の面で日本の身近なものに密着してい

る。様々な面で世界をリードしているアメリカ合衆国はどんな産業が盛んで，どんな生

活の特色があるのだろう。 

 

 

 

単元学習後の生徒の認識 

アメリカ合衆国は，豊富な資源があったり，広大な土地や気候の特色に合わせたりした産業を行っているか

らこそ，発展し続け，世界最大の農業国や工業国になったことが分かった。夢を求めたり，常に新しいことに

挑戦したりしているアメリカ合衆国だから，移民が集まり，世界をリードできる国になったのだな。 

 

 

第１時 北アメリカ州をながめて  

【●主体的に学習に取り組む態度 ●知識・技能】 

あアメリカ合衆国はどのような国なのだろう。  

○ハリケーン ○先住民 ○移民 ○北米自由貿易協定（ＮＡＦＴＡ） ○ヒスパニック 

 

 
アメリカは，スポーツや工業，農業の面でも世界トップクラスである。これは国土の広さや人口の多さ

に関連しているのだろうか。なぜアメリカ合衆国は，世界をリードし，世界中に大きな影響を与えること

ができるのか秘密を探っていきたい。 

 

第２時 巨大な農業生産力と移民 

【○知識・技能】 

あアメリカが最大の農業国なのはなぜだろう。  

○適地適作 ○企業的な農業 ○バイオテクノロジー ○プランテーション 

 
アメリカでは，広大な土地で大型の機械を使い，少ない労働力で多くの利益を得る企業的

な農業を行っている。また，フィードロットやセンターピボット方式など，各地域で地形や

気候に適した農業を行っているのだ。 

第４時 新しい産業と生活文化 

【●知識・技能】 

あアメリカの文化は，世界にどのような影響を与えているのだろう。  

○ICT（情報通信技術）産業 

 
 
 
 

アメリカ合衆国の衣服，食事，映画，音楽などは，現在の日本人にとって身近なものにな

っている。産業と同じように，世界に対する影響力が大きくなっている。様々な文化が入り

混じっているためからこそ，多様な文化を生んでいるが，移民や労働力不足などの問題も起

こっている。 

第３時 巨大な工業生産力 

【○思考・判断・表現】 

あアメリカが最大の工業国なのはなぜだろう。  

○ICT（情報通信技術） ○サンベルト ○シリコンバレー 

 
 
 

国土の広さや自然条件に恵まれたことだけではなく，国土に多くの資源をもつことが，ア

メリカの工業を支えている大きな要因だ。五大湖の水運や南側の地下資源が工業を発展さ

せ，最先端産業を創り上げたのだ。 

な
ぜ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
世
界
の
中
心
と
な
る
経
済
大
国
な
の
だ
ろ
う
。 

第５時 まとめの学習 北アメリカ州の学習をまとめよう 

【○主体的に学習に取り組む態度 ○思考・判断・表現】 

あアメリカ合衆国が世界の中心となる経済大国である理由をまとめよう。  

 
 
 
 



４ 単元指導計画  

時 ねらい 学習活動 評価規準 資料および留意点 

１ 

北
ア
メ
リ
カ
州
を
な
が
め
て 

アメリカは，経

済，文化などにお

いて，世界の先進

的存在であるこ

とを理解し，学習

の見通しをもつ

とともに単元を

貫く課題を設定

し，追究意欲をも

つことができる。 

 

☆ハリケーン 

☆先住民 

☆移民 

☆北米自由貿易

協定（ＮＡＦＴＡ） 

☆ヒスパニック 

１ アメリカについて，知っていることを交

流し課題を設定する。 

・野球やアメフトが盛んである。 

・マクドナルドやコカコーラなどの世界的な

大企業が集まっている。 

 

 

２ アメリカ合衆国の特徴を各種世界ラン

キングからつかむ。 

・国土面積や人口，農業生産額，工業生産額

において世界中で上位を占めている。 

・日本にとって大切な貿易相手国でもあるこ

とが分かる。 

３ アメリカ合衆国の様子を写真でとらえる。 

・広大な土地が広がっているので，農業をす

るのに適しているのだろう。 

・飛行機などの先端技術が導入されていて，世界

のトップクラスの技術力がある。 

４ アメリカの様子から単元を貫く課題を設定する。 

・農業や工業において世界のトップクラスで

あるのはなぜだろう。 

・トップクラスの技術力の他にどのようなことでも世

界をリードしているのだろう。 

《単元を貫く課題》 

 

 

アメリカ

合衆国の巨

大な国力に

関 心 を も

ち，追究し

ようとして

いる。 

 

態度＝交流

の様子 

知識＝写真

資料の読み

取り 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇アメリカ州の地図 

◇世界国勢図絵 

◇北アメリカの降

水量 

◇ロッキー山脈の

写真 

◇世界の農業生産

額と工業生産額

の国別割合 

◇世界の国別 GDP

のグラフ 

◇アメリカ合衆国

への移民の出身

州別人口の変化 

 

アメリカ合衆国

の生産額や人口に

着目させ，他国と

比較して考察し，

世界で先進的な存

在であることを捉

えることができる

ようにする。 

 

アメリカは，スポーツや工業，農業の面でも世界トップクラスである。これは国土

の広さや人口の多さに関連しているのだろうか。なぜアメリカ合衆国は，世界をリー

ドし，世界中に大きな影響を与えることができるのか秘密を探っていきたい。 

２ 

巨
大
な
農
業
生
産
力
と
移
民 

農業生産物が

世界のトップク

ラスであること

に着目し，自然環

境を生かしなが

ら企業化された

大規模農業を行

うことで，世界最

大の農業国にな

ったことを理解

することができ

る。 

 

☆適地適作 

☆企業的な農業 

☆バイオテクノロジー 

☆プランテーション 

１ 農畜産物の生産量の国別割合を見て，ア

メリカ合衆国の様子を読み取る。 

・大豆やとうもろこしなど，多くの作物が世

界有数の生産国である。 

 

 

２ 諸資料を活用し，自分の考えを交流する。 

・地形と農業生産地を関わらせて考えると，

西部は放牧，北部は酪農や小麦，南部は綿

花など適地適作が行われている。 

・コンバインなど，大型の機械を使って，少ない

労働力で企業的な農業を行っている。 

・フィードロットやセンターピボット方式の

かんがい農法など，地形や自然条件に合っ

た農業を行っている。 

・アメリカの農業生産物は，世界の多くの国

に輸出されているのだ。 

３ 農業は地形や気候と深く結びつき，その地域

的特色を生かして生産していることを交流

し，本時のまとめをする。 

アメリカ

の農業の特

色を，気候

や地形と関

連付けて，

資料から読

み取ってい

る。 

 

知識＝資料

活用の様子 

 

◇センターピボッ

ト方式の大規模

なかんがい農業 

◇主な農産物・畜産

物の生産量と輸

出量の国別割合 

◇アメリカ・カナダ

の農業地域 

◇フィードロット

の写真 

◇主な国の農業経

営（地図帳） 

アメリカは広大

な土地の中でいく

つかの区分に分け

られて農業が行わ

れていることを気

候区分や地形と関

連付けて読み取る

ことができるよう

にする。 

アメリカでは，広大な土地で大型の機械を使い，少ない労働力で多くの利益を

得る企業的な農業を行っている。また，フィードロットやセンターピボット方式

など，各地域で地形や気候に適した農業を行っているのだ。 

なぜアメリカ合衆国は世界の中心となる経済大国なのだろう。 

アメリカ合衆国はどのような国なのだろう。 

アメリカ合衆国が最大の農業国なのはなぜだろう。 

 



３ 

巨
大
な
工
業
生
産
力 

アメリカの工
業が，最大の工業
国となっている
要因を追究する
ことを通して，豊
かな資源，新たな
工業や最先端技
術を取り入れて
いることなどが
結びついており，
工業を中心とし
た産業が盛んに
なっていること
が分かる。 
 

☆ICT 
(情報通信技術) 

☆サンベルト 
☆シリコンバレー 

１ 「鉱工業製品のおもな生産国」の資料を

活用し，本時の課題つくる。 

・自動車やコンピューターなどの生産でアメ

リカは世界をリードしている。 

・パルプやプラスチックの生産では，アメリ

カが２割近くを占めている。 

 

 

２ 課題に対しての考えをまとめ，交流す 

る。 

・アパラチア炭田やメキシコ湾岸の油田，メ

サビ鉄山の鉄鉱石など，資源が豊富な地域

で工業が発展した。 

・オートメーションの導入など，進んだ技術

が世界最大の工業国への理由なのだろう。 

・多国籍企業が多いため巨大な資本がある。 

３ 機械や鉄鋼が占める割合の低下を資料

から読み取り，新しい工業の発展ついて

考察する。 

・五大湖周辺では，水運を結んでさらに工業

を発展させた。 

・サンベルトでの，ハイテク産業や情報技術

産業が発展してきた。 

４ 本時のまとめをする。 

アメリカ

合衆国の工

業地域が発

達している

理由を，資

源面，交通

面などを結

び付け，多

面的・多角

的 に 考 察

し，その過

程を適切に

表現してい

る。 

 

思考＝考察

の様子 

 

◇ピッツバーグの

変化の写真 

◇航空機の組立工

場 

◇鉱工業製品のお

もな生産国（資） 

◇太陽探査機の開

発の写真 

◇アメリカ，カナ

ダの鉱工業地域 

◇アメリカの別工

業生産額の地域

別割合の変化 

 

工業地域と資源

の分布図を比較さ

せたり，関連付けた

りして考察するこ

とができるように

する。また，工業地

域ごとの生産額の

推移の資料に目を

向けることができ

るようにする。 

国土の広さや自然条件に恵まれたことだけではなく，国土に多くの資源をも
つことが，アメリカの工業を支えている大きな要因だ。近年は，土地や資源に加
え，温暖で，研究機関が集まっている南部で最先端の工業が発展しているのだ。 

４ 

新
し
い
産
業
と
生
活
文
化 

アメリカ合衆
国の生活や文化
の特色を調べる
ことを通して，自
由で新しい文化
を創り上げ，世界
中に広がってい
ることが分かる。 
 

☆ICT 産業 
☆ヒスパニック 

１ 自分たちが知っているアメリカの文化

や生活について思い浮かべるものを交

流し，本時の課題をつくる。 

・ハンバーガーやジーンズなど自分達の生活

の身近なものが多い。 

・映画や音楽はアメリカ発祥のものが多い。 

 

 

２ 課題に対しての考えをまとめ，交流する。 

・スポーツや映画，音楽などが生まれていて，

日本にもたらされたものが多い。 

・ファストフードが各地に広がり，食生活の

地域差がうすれてきた。 

・自由の女神のように，学校生活でも，服装や生

活スタイルが自由で魅力的である。 

３ アメリカ合衆国での生活や文化におけ

るよさや課題を交流する。 

・自由であっても，銃を持てる国なので危険だ。

犯罪も多く起こるのも無理はない。 

・産業生産額も多く，豊かである反面，貧富

の差が生まれているのではないか。 

４ 本時のまとめをする。 

アメリカ

合衆国の生

活や文化の

特色をつか

み，理解し

ている。 

 

知識＝課題

に対するま

とめ 

 

◇タイムズスクエ

アの写真 

◇シリコンバレー

の写真 

◇シリコンバレー

にある主な企業

の社員構成 

◇州別に見たアメ

リカの人口構成 

◇郊外にある大型

ショッピングセ

ンターの写真 

 
身近な生活の中

にあるアメリカ合

衆国の文化に着目

し，日本と比較して

考察することがで

きるようにする。 

 

アメリカ合衆国の衣服，食事，映画，音楽などは，現在の日本人にとって身近

なものになっている。産業と同じように，世界に対する影響力が大きくなってい

る。様々な文化が入り混じっているためからこそ，多様な文化を生んでいるが，

移民や労働力不足などの問題も起こっている。 

アメリカ合衆国が最大の工業国なのはなぜだろう。 

アメリカの文化は，世界にどのような影響を与えて

いるのだろう。 



５ 

北
ア
メ
リ
カ
州
の
学
習
を
ま
と
め
よ
う 

 学習内容の振
り返りを思考ツ
ールを活用して
まとめる活動を
通して，北アメリ
カ州の地域的特
色を多面的・多角
的にとらえ，主体
的に単元のまと
めをすることが
できる。 

１ これまでの学習を振り返り，思考ツール

のマトリックス表を確認して課題化す

る。 

 

 

 

２ 学習班でマトリックス表を作成する。 

 

３ 作成した表を全体交流で発表し合い，自

分たちの表になかった内容があれば書

き加える。 

 

４ 単元を貫く課題について自分の考えを

まとめる。 

 これまで

学習してき

たことを多

面的・多角

的に考察し

ながら，マ

トリックス

表にまとめ

る活動に主

体的に取り

組 ん で い

る。 

 

態度＝発表

の様子 

思考＝マト

リックス表 

 

◇アメリカ合衆国

が農業面，工業

面，文化面のそ

れぞれで世界を

リードしている

理由を記入する

マトリックス表 

アメリカ合衆国には，広大な土地があり，地域によって気温や降水量も異なる

ため，それぞれの環境に適した農作物を栽培している。また，少ない労働力で広

い面積を経営する企業的な農業がおこなわれており，新種の開発や食品加工技

術も世界の最先端である。工業においても，航空宇宙産業や ICT 産業が発達し

ており，世界をリードしていることが分かった。そうした，アメリカの産業は貿

易や移民などによって世界に発信され，それと同時にアメリカの生活文化が海

外に大きな影響を与えていることが分かった。こうした様々な面で最先端を進

んでいるからこそ，世界の中心を担う経済大国であり続けられているのだと考

えた。 

 

アメリカ合衆国が世界の中心となる経済

大国である理由をまとめよう。 

 


